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 論文内・容要旨

 胎盤は母体と胎児の間に荏在し胎児にとっては不可次の器官であるがその機能に関しては未知

 の部分が多い。著春は電子顕微鏡的に正常胎盤がどの様に移行像を示し,又物質負荷に依り胎盤

 絨毛部でどの搬疫経過から母体側より胎児側に移行するかを観察した。

 材料及び方法として1)婬娠2ヵ月より1eヵ月に至る正常胎盤絨毛部02)中性胴坊乳剤

 F舳geロを魔9%,20%童59%に含むHa礁k8液に57℃1時間乃至2時間i且。ゆa毛e

 した5ヵ月及び≦0ヵ月胎盤絨毛部。尚…酸毛genの飽にも墨汁・金コロイドを用栖,等浸透圧

 の{%オスミウム酸で固定し鋭水包埋後超薄切片を作成し,電子染色せずに叉は氷酸化鉛・燐タ

 γグステソ酸・醜酸ウラγに依り染色し電子顕微鏡で観察した。

 その成績は1)歪常胎盤ではSy且cy宅短憩細胞{以下8緬胞)虜由表面に多数のmiorOV-

 i工iiを認め,この根部にpinOGy㌻o亀icvesicleの形成があ参これ,がS細胞創案にわ

 たって荏在していた。細胞質が目由表面に突出した部に種々の内容を持つた濾1後納窪μのvao-

 uoleが存在し,これがS細胞表層に近く散在していた。S細胞内に小胞体・リポイド顆粒・

 糸粒体・グリコーゲγ・ミェリγ様層状構進物等が認められたoL&ngha且s細泡(以下』細
 胞)は妊媛末期まで認められ細胞質全体が{聡子密度で小胞体及びNA顆粒も少たく,小胞体内

 容は低電子密度で少友かつた。8細胞と灘細胞の結合部は約200彫の闇隆があり処々にde-

 8moso狙eを認めた。月令と共にこの間隙は嚢状に膨大するoS細胞L細胞が基底膜に接する部

 は妊娠初期ではほ笠平潜で月余と共に基底膜面に対して磁Crcvi灘iを出す様になる。基底膜は

 厚さα5μ内外で中等度電子密度の微細顯粒状物質が集積して造る騰犬構遣を示して恥た。月令

 と共にその厚さは増し粗鬆とた抄膜内に50紺喋00泓μの空隙が観察され臨内部に均質de-

 n8eな顆粒が存在し徳にグリコーゲンも認めた降基底膜の特殊の形態としてはde鎧nOSG皿e

 様構造・膜内が乙一4屠を示すもの,監細胞質が基底膜を貫く像・膠原線維より連絡して形成し

 た像・膜内に2μに及ぶ空胞状液状物が貯溜し閥質に放幾される像等を観察した。間質内では膠

 漂線維集1束が腔を形成し緬胞外通潮路と思われる潮見が認められ,聞質細胞内にヘモジデリγ様

 物質及び脂蛋白と思のれる層状の構造物を認めた。児側毛細血管皮細胞はpericy宅eを痒い

 約50πμの薄い基底膜を有し,内皮細胞は少数のpi員ocytotieve8icle均質籟粒状物

 質の存在とこれの血管腔内への放出を認めた。叉内皮綱胞内に張工鼠皿e鷺t構造を認めた0

 2)脂肪内胎盤inoub&㌻io且ではa5μ以確〉小さ恥翌a名ge鴛粒子がロま。τovelU根

 部よ匂pinocy加sisを受けてS細胞内にとり込壊れ・最初は被膜に包震れてvacuoエe

 内に存雀するが漸次8細胞質基質内に鮪するこの様攻謄肪滴では被膜は見られたかったoS細

 胞とL細胞境界部に達した脂肪粒子は速くL細胞内にとり込載れる如くでこの間隙内に力闘方粒テ:・
 は稀であった・嘲胞離と腿まれた脂肪粒子購胞内畷個擁するの轟め馳た。舞
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 膜;に達した脂肪粒子は基底膜内に瀰漫性に拡がり粒子の形を示さ攻いが噸～に約α5μの粒子の

 ま玉基底膜内に存在する膿肪が認められた。間質内での脂肪の移行像は大部分が闘衡細胞内に認

 められ細い閲質細胞分岐が大きい脂肪粒子を含む駈見が得られた。間質細肪内では細胞質基質内

 にあり被膜は存在し宏かつた。細胞外の移行像は膠原線維,絹に稀に瀰漫性に高電子密度を呈する

 月雪肪の存在…が認められた。聞質細胞を通った昌旨肪はpeぎicy七eにとり込壊れこの綱胞内を通過

 して毛細血管内皮細胞内に移行し,癒管腔側の細胞膜登持ち上げて血管腔内に放出されるものの

 ようである鱗胎児側血管よりEatge葺の海流を行ったものでは絨毛撫管腔内に理ε1もgen粒子

 数認めたが,間質童絨毛上皮側への移行は証萌し欝なかった。墨汁`金コ呵ド溶液での融C

 ⑳α糠。且では絨毛上皮内の小胞体までの移行しか追求できなかった。

 結論として妊娠2ヵ月より満覇凌での人胎盤絨毛部及び馳一vi於。で入胎盤絨毛部に脂肪

 を負荷し,母児誌物質移行を検し次の結果を傅た。葉)S細胞自由表面に岬状の細髄質突起を認

 め母児闘物質移行・分泌機能に関係し,又多数の皿icrovilliが麟夏ocyto8エsに関係す

 る像が認められた。小胞体は月令に微砂変化して物質:移行の通銘とな参S細胞』細胞の基底膜面

 ではb繊sαliロfolding量lniCroviま1i様突起が妊娠月数と多妻に…箸瞬になった02)基底

 膜は通常微細頼粒状物質の集積よりたる一層の均質構造で月令と共に厚くなってゆくのを認めた。

 叉種々の形態的変化を示し物質移行像と考え縛る内容物を包括していた。5)聞質膠原線維は妊

 娠経過と共に数が増し太く発達し且つ燭質内通浪路の一部となる筋見を得た。4)胎児側毛細血

 管は墓園葵を有し肩令と共に盗が拡大し内皮力葺尊くなるのを認めた。この部での物質移行は主と

 してpi鴛oiy毒osi8に依って行われる嫌な所見であった⇔5)脂肪粒子はS細胞にpime蜘

 y加εisで'とり込蒙れる像を傳た。一部の脂肪粒子はS細胞からL細胞にもと匂入れられ絨毛

 上皮下の基底膜に達した贈肪は基底膜を彌漫性に通過するが一部粒子のま』通過する像も認めら

 れた06)聞質内の脂肪移行は主として閥質細胞の絨毛上皮側より胎児鰯礁管へ毒移行する像を

 得た。他に細胞外に存在する辮肪粒子も認められた。毛細血管周囲に接するpe£iey右esにと

 り入れられた騰肪は漸次胎児側毛細血管内皮細胞内に移行・し,緬胞質内を通過して紐砲膜が破ら

 れて並1管腔内に放出される像を観察した。
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 審査結果の要旨

 母児驚σ)勤質交換が行われ.る胎盤には幾つかの障壁と見るべきものが存在するが,そグ)うちで

 も最大の障壁をなす基底膜については未だ知見に乏しい。筆者は正常各妊娠月胎盤及び中性脂肪

 孚㈲Fδ礪e恥墨測金卸イ.蔽どを負荷した月撚を電子購鏡で検索し,基底膜襯を中

 '〔、{て薪知見を記載している。

 1)妊娠初期の基底膜は厚さα5μ内外で中等度電子密度び)微細顧粒状物質が集積して造る膜

 状構造である。之が妊娠月数が進むと奨に厚く且つ粗しようと浸り膜陛に5e～茸oe那μの空

 隙が観察・されるように茂る。膜海部には電子密慶グ)高レ《均質友顆粒が存在し.その飽にグリコー

 ゲンも認められた。基底膜α)糖殊友形態としてde8mo8q皿e磁構造・膜俊が5ん4層にたって

 いるもク)・La弧9ゑan呂細胞質が基底膜を貫いている像,齎質偲からの膠原線維と基底膜内面

 内樋給している像・膜附に2μにも及ぶ空胞状液楼物が貯溜し,これが闘質に放出されかかって

 いるような像友どが認められた。

 シンチチウム細胞やLa豆gゑa澄8細胞が基底膜に接する部は妊劾専初期では賂み平滑であるがン

 妊娠月数がすすむと共に基底膜面に対して皿icroviエliを出すように漁る。

 2)脂肪乳欝秘瑚台盤を並cuba齢する実験では・基底膜に達した謄肪粒子は膜内にビマ

 ン性に拡がザ粒子σ)影をとるもσ)は少いが一部に約e・5μの粒子σ)まま基蔽膜内に存1在する脂

 肪も認められた。

 脂肪乳剤を臍帯翌翌管より灌流した{7)では脂肪にヒ絨毛血管より夕1詫て出たカ・つた。

 墨汁及び金コ・イド溶液に胎盤を1aoub&teした実験では絨毛上皮内の小胞体までは移行

 したがそれよ参究にはこれ等の粒子を発見出来友かつた。

 前述の如く、胎盤基底膜に関する飾兜は少友く,その殆んどが以前に筆者の属する教室か・ら提出さ

 れた蟹)である。当時はこσ)基底膜で細かい霞を持つフルイのようなもび)で専ら物理的に物質通過

 の調節にあずかると考えられていた。然るに,筆者の詳鵜を極めた電子麹黴鏡的検索は基底膜が

 物理的に物質通過を許すばかりで次ぐ,化学醗に物質を変化した形;で通過せしめているα)であろ

 うと誓うことを推定させる勝免をも認めている。また基底膜が膠療線維と連絡する知見は基1氏膜

 σ)発生を研究するま二に大きな示唆を与えるもび)であろう。.

 したがって本論交は学位を授与するに衝値あるものど判定する。
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